
◇
現
段
階
で
予
測
し
得
な
か
っ
た
著
し
い
影
響
が
見
ら
れ
る
場

合
、
迅
速
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
を
調
査
し
、
関
係
市
区
と
調
整
し
対
策
を
実
施
す
る

◇
大
気
質
、
騒
音
、
振
動
、
地
下
水
な
ど
環
境
影
響
評
価
の
項

目
に
応
じ
て
、
工
事
の
施
工
中
及
び
完
了
後
に
環
境
に
与
え

る
影
響
を
把
握
で
き
る
よ
う
調
査
を
実
施
す
る

●
大
気
質
、
騒
音
、
地
下
水
、
交
通
等
に
つ
い
て
、
継
続
し
て

常
時
観
測
可
能
な
装
置
を
設
置
す
る
な
ど
、
観
測
体
制
の
整

備
を
要
望

●
観
測
結
果
を
即
時
に
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
や
記
録
を
閲
覧
で

き
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
要
望

●
更
新
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
定
期
的
に
分
析
し
、
わ
か
り
や
す
く

公
表
す
る
こ
と
を
要
望

●
分
析
結
果
に
よ
り
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
と
き
は
、
そ
の

事
実
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

対
策
の
実
施
を
要
望

●
監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
学
識
経

験
者
や
関
係
市
区
の
環
境
担
当
者
を
含
む
総
合
的
な
環
境
監

視
体
制
の
確
立
を
要
望

◇
換
気
塔
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
の
空
気
を
外
に
放
出
す
る
前
に
浮

遊
粒
子
状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
を
含
む
煤
じ
ん
を
極
力
除
去
で

き
る
除
じ
ん
装
置
（
電
気
集
塵
機
、
も
し
く
は
除
じ
ん
フ
ィ

ル
タ
ー
）
を
換
気
所
に
設
置

◇
最
新
の
処
理
技
術
で
あ
る
低
濃
度
脱
硝
装
置
の
性
能
を
把
握

し
、
環
境
負
荷
の
低
減
効
果
を
確
認
す
る

◇
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
部
で
は
高
さ
約
15
ｍ
で
計
画
し
て
い

る
が
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
設
計
時
に
お
い
て

詳
細
に
検
討

●
換
気
所
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
処
理
技
術
の
高
度
化
、
縮
小
化

と
と
も
に
、
脱
硝
装
置
の
採
用
な
ど
環
境
に
対
す
る
地
域
へ

の
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う
最
新
の
処
理
技
術
を
採
用
す

る
よ
う
要
望

●
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
環
境
基
準
の
達
成
の
み
に
留
ま

ら
ず
、
一
層
の
安
全
性
の
確
保
と
更
な
る
環
境
負
荷
の
低
減

に
努
め
る
こ
と
を
要
望

●
換
気
所
の
故
障
時
の
対
策
、
維
持
管
理
方
法
に
つ
い
て
、
処

理
機
能
低
下
が
生
じ
な
い
よ
う
適
正
に
対
応
す
る
こ
と
を
要

望
◇
排
水
性
舗
装
の
敷
設
や
遮
音
壁
の
設
置
、
橋
梁
部
に
お
い
て

極
力
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
を
少
な
く
す
る
構
造
を
採
用

◇
換
気
所
へ
の
換
気
ダ
ク
ト
の
曲
が
り
部
の
設
置
、
消
音
装
置

の
設
置
、
防
振
装
置
の
設
置
を
実
施

●
環
境
施
設
帯
は
騒
音
対
策
等
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
り
口
付
近
等
に
つ
い
て

は
、
緑
地
帯
の
幅
を
よ
り
広
く
す
る
な
ど
の
十
分
な
環
境
配

慮
に
努
め
る
こ
と
を
要
望

●
掘
割
部
の
騒
音
対
策
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
の
蓋
か
け
を

要
望
。
で
き
な
い
箇
所
は
、
側
壁
に
遮
音
パ
ネ
ル
等
を
設
置

す
る
な
ど
、
騒
音
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
要
望

◇
地
下
水
位
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
結

果
に
つ
い
て
は
適
切
に
公
表
す
る

◇
現
段
階
で
予
測
し
得
な
か
っ
た
著
し
い
影
響
が
み
ら
れ
る
場

合
に
は
、
迅
速
な
情
報
提
供
を
行
い
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

を
調
査
し
、
必
要
な
対
策
を
実
施
す
る

◇
浅
層
地
下
水
の
流
れ
を
遮
断
す
る
こ
と
へ
の
対
策
と
し
て
、

地
下
水
流
動
保
全
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の

水
位
は
保
全
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
盤
沈
下
は
ほ
と
ん
ど
生

じ
な
い
と
考
え
る

●
地
下
水
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
工
事
前
か
ら
観
測
井
に
よ
る

定
期
的
な
水
質
調
査
等
を
実
施
す
る
等
の
観
測
体
制
の
整
備

を
要
望

●
結
果
を
閲
覧
で
き
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
要
望

●
更
新
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
定
期
的
に
分
析
し
、
わ
か
り
や
す
く

公
表
す
る
こ
と
を
要
望

●
分
析
結
果
に
よ
り
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
と
き
は
、
速
や

か
に
公
表
し
、
必
要
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
要
望

◇
高
架
下
や
環
境
施
設
帯
な
ど

の
治
安
悪
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
環
境
施
設
帯
を
含
む
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
部
に
お
い
て

開
放
的
な
空
間
と
な
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
街
路

灯
の
適
切
な
設
置
な
ど
高
架

下
の
空
間
の
見
通
し
の
向
上

に
努
め
る

●
環
境
施
設
帯
を
含
む
蓋
か
け
部
な
ど
が
安
全
で
か
つ
開
放
的

な
空
間
と
な
る
よ
う
施
設
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
や
、
防

犯
施
設
の
設
置
を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
を
要
望

●
新
た
に
整
備
さ
れ
る
都
市
計
画
道
路
や
付
け
替
え
さ
れ
る
生

活
道
路
に
つ
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
街
路
樹
の
配
置
な

ど
快
適
な
道
路
空
間
の
整
備
、
自
転
車
道
の
設
置
な
ど
生
活

環
境
に
配
慮
し
た
整
備
を
要
望

◇
災
害
・
事
故
時
の
対
応
な
ど
、安
全
・
安
心
の
方
針
を
示
し
た

●
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
蓋
か
け
部
や
換
気
所
等
の
空
間
を
利
用
し
、

災
害
に
備
え
る
防
災
拠
点
・
避
難
場
所
等
の
整
備
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

●
集
中
豪
雨
に
よ
る
影
響
を
回
避
す
る
た
め
、
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
や
集
水
施
設
を
適
切
に
配
置
す
る
等
の
検
討
を
進
め
る

こ
と
を
要
望

●
交
通
事
故
や
車
両
火
災
な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
安
全
対
策
の
十
分
な
検
討
を
要
望

◇
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
係
る
工
事
車
両
は
、
中
央
高
速
に

直
接
乗
り
入
れ
で
き
る
よ
う
に
し
、
吉
祥
寺
通
り
な
ど
の
地

域
の
一
般
道
路
を
極
力
利
用
し
な
い
計
画
と
す
る

●
工
事
中
に
生
じ
る
生
活
道
路
の
分
断
に
対
し
、
地
元
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
機
能
を
適
切
に
確
保
す
る
道
路
の
整
備
を
要
望

●
通
学
路
を
迂
回
さ
せ
る
場
合
は
、
防
犯
や
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
図
り
、
安
全
・
安
心
の
面
か
ら
支
障
の
な
い
通
学

路
の
確
保
を
要
望

●
周
囲
へ
の
大
き
な
影
響
の
あ
る
夜
間
工
事
は
、
原
則
的
に
行

わ
な
い
が
、
夜
間
工
事
を
行
う
場
合
は
住
民
生
活
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
計
画
と
な
る
よ
う
要
望

◇
代
替
農
地
の
確
保
、
斡
旋
及
び
情
報
提
供
並
び
に
そ
れ
ら
に

関
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討

●
農
業
従
事
者
の
意
向
に
沿
っ
て
代
替
農
地
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
具
現
化
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に
、
早
急
に
か
つ
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望

●
住
宅
の
移
転
に
係
る
適
切
な
補
償
や
代
替
地
の
確
保
等
に
つ

い
て
、
所
有
者
の
意
向
を
聴
き
な
が
ら
誠
意
を
も
っ
て
対
応

す
る
こ
と
を
要
望

●
計
画
線
外
の
残
地
に
つ
い
て
も
、
所
有
者
の
意
向
を
聴
き
、

環
境
施
設
帯
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
の
対
応
を
要
望

◇
市
と
連
携
・
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
課
題
に
取
り
組
む

●
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
横
断
的
に
関
係
機
関
と
連
携
す

る
組
織
を
速
や
か
に
設
置
す
る
こ
と
を
要
望

●
市
民
の
相
談
を
積
極
的
に
受
け
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、

不
安
や
心
配
の
解
消
を
図
る
総
合
的
な
市
民
向
け
の
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
を
要
望

◇
詳
細
な
検
討
の
各
段
階
で
、
地
域
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

具
体
的
な
検
討
を
実
施
す
る
方
針
を
示
し
た

●
今
後
、
施
設
の
設
計
や
供
用
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
創
造
的
な
参
画
を
可
能
と
す
る
手
法
で
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
導
入
を
要
望

●
環
境
対
策
な
ど
の
諸
課
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
学
識
者
な

ど
の
専
門
家
を
交
え
た
勉
強
会
等
の
継
続
的
な
開
催
を
図
る

な
ど
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
要
望

●
先
に
国
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
将
来
交
通
需
要
予
測
に
よ
り
、

全
体
交
通
需
要
が
減
少
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

外
環
の
必
要
性
を
疑
問
視
す
る
市
民
意
見
も
あ
る
。
国
に
お

い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を
要
望

◇
地
上
部
街
路
の
必
要
性
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
意

見
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
都
市
計
画
に
関
す
る
都
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
く

●
住
民
意
見
や
市
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、
地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
を
要
望

●
検
討
過
程
で
は
、
計
画
予
定
地
に
つ
い
て
の
基
本
的
デ
ー
タ

を
示
す
と
と
も
に
道
路
事
業
以
外
に
選
択
肢
を
広
げ
た
上

で
、
慎
重
な
検
討
を
要
望

●
工
事
着
手
後
に
お
い
て
、
設
計
段
階
で
想
定
で
き
な
い
よ
う

な
大
き
な
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
状
況
に
よ
り
速
や

か
に
工
事
を
中
止
し
、
万
全
の
対
策
を
施
す
こ
と
を
要
望

●
本
要
望
書
及
び「
都
市
計
画
変
更
案
に
係
る
三
鷹
市
の
意
見

書
」な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
に
つ
い
て
、
最
大
限
誠
意

を
も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る

⑥
都
市
計
画
変
更
案
に
係
る
42
項
目
の
意
見
書
の
反
映

⑤
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

④
地
上
部
街
路「
外
環
ノ
2
」へ
の
適
切
な
対
応

③
将
来
交
通
需
要
予
測
の
情
報
提
供

②
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
総
合
推
進
組
織
・
窓
口
の
設
置

②
居
住
者
へ
の
対
応

①
代
替
農
地
の
確
保
　

①
工
事
中
の
安
全
性
の
確
保
及
び
環
境
負
荷
の
低
減

②
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

①
安
全
・
安
心
の
空
間
整
備

④
地
下
水

③
騒
音

②
大
気
質
（
換
気
所
へ
の
対
応
）

①
環
境
監
視
体
制
の
確
立
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＊トンネル内にはトンネル内の空気を換気所に導くため、ジェッ
トファンを設置するとともに浮遊粒子状物質（SPM）を除去する電
気集じん機室を設置する計画

《換気所における大気への対応》対応の方針（素案）より
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〈外環（埼玉区間）における環境施設帯の整備
事例〉 対応の方針（素案）より
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《地下水流動保全工法イメージ》
＊地下水流動保全工法は、「集水・涵養部」を井戸やパネル構造と
するものや「通水部」をパイプや砕石とするもの等様々な工法が開
発されています。
対応の方針（素案）より
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